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倫理

前回会議（2014年４月トロント会

議）以降のIESBAの活動等について

説明があった。そして、前回会議の

議事録については、審議を踏まえ、

一部修正することを前提に承認され

た。（前回会議の報告については、

本誌2014年７月号91頁～を参照）

現行のセクション290（監査業務

及びレビュー業務における独立性）

には、監査人の監査クライアントへ

の長年の関与の結果生じ得る馴れ合

い及び自己利益の阻害要因を許容可

能な水準まで軽減する手段として、

社会的影響度の高い事業体（Public

InterestEntity：PIE）の監査業務の

主要な担当社員等（KeyAuditPart-

ner：KAP）に対して、７年の関与

期間後、２年のクーリングオフ期間

のローテーションが規定されている

が、複数の国では追加的な要求又は

異なった要求をしている。また、世

界的にも監査不祥事が絶えないこと

から、現在のクーリングオフ期間の

２年間は短かすぎるのではないかと

の批判がある。このため、現行の規
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１
2014年４月トロント会議議
事録の承認とイントロダク
ション

２

上級職員の監査クライアン
トへの長期的関与（パート
ナー・ローテーションを含
む）（LongAssociationof
SeniorPersonnel（Including
PartnerRotation）withan
AuditClient）

国際会計士倫理基準審議会
（IESBA）ニューヨーク会議報告

～パートナー・ローテーション制度変更の公開草案を承認した 他～

2014年７月７日から９日まで、国際会計士倫理基準審議会（IESBA：InternationalEthicsStandardsBoardforAc-

countants）の会議が、国際会計士連盟（IFAC）のニューヨーク本部にて開催された。IESBAは、パブリック・ボー

ドメンバー５名、監査実務ボードメンバー９名、非監査実務ボードメンバー４名の、合計18名のボードメンバーで

構成されている。パブリック・ボードメンバーであったJ�rgenHolmquist議長が、今年の３月28日に突然ご逝去さ

れたため、議長は現在空席で後任者を選出中である。その間は、WuiSanKwok副議長が暫定議長を務めている。

また、各ボードメンバーは１名のテクニカル・アドバイザーを参加させることができ、大半のボードメンバーは

参加させている。そのほか、公式オブザーバー２名（欧州委員会及び日本の金融庁からそれぞれ１名）、IESBAの

諮問助言グループ（CAG：ConsultativeAdvisoryGroup）の議長及び公益監視委員会（PIOB：PublicInterestOver-

sightBoard）のメンバー１名、並びにIESBAスタッフや一般の傍聴者も数名参加している。今回のニューヨーク会

議は、ボードメンバー16名を含む総勢30名を超す参加者があった。

日本からは、2014年１月１日にパブリック・ボードメンバーに就任した筆者と、筆者のテクニカル・アドバイザー

に就任した矢定俊博会員が参加した。

以下、今回の会議の概要を、進捗度合及び日本への影響度が高いと思われるテーマから順にご報告する。（注：

IESBAが策定しているCodeofEthicsforProfessionalAccountantsは、本稿においては、倫理規程という。また、特

に断り書きがない限り、専門用語や参照セクション・パラグラフ等はこの倫理規程のものであって、日本の倫理規

則等のものではない。）

国際会計士倫理基準審議会ボードメンバー 加
か

藤
とう

厚
あつし
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定が依然として適切であるか否か、

特に、PIEのKAPローテーションの

要求に焦点を当てて検討することが、

当プロジェクトの目的である。

前回会議においては、改正内容に

ついての暫定決定にまで至っていた

ため、今回会議では、それらを改め

て再確認及びさらなる審議を行い、

出席ボードメンバー全員の賛成によ

り公開草案の内容が確定された。以

下、その内容の概要について説明す

る。

なお、ファーム・ローテーション

及び強制入札については、国際的な

動向を注視しつつも、現在は当プロ

ジェクトの検討の対象としていない。

ただ、2014年５月27日には、欧州連

合官報において、改正法定監査指令

及びPIEの法定監査に関する規則の

修正が公布され、欧州においてファー

ム・ローテーション制度が導入され

ることが決まった。今後、IESBAと

しては、緊急課題及びアウトリーチ・

プロジェクトにおいて、これに関連

した国際的な動向をフォローしてい

くことになる。

� クーリングオフ（日本：インター

バル）期間の見直し

現在の、７年－２年のローテーショ

ン期間を改訂する内容について、タ

スクフォース（TF）から、表１の

ような選択肢が提案されて審議した

結果、選択肢�が決定されて公開草

案とすることになった。

選択肢�については、クーリング

オフ期間を１年間延長しただけでは

効果が薄いのに、全KAPが対象にな

り影響する範囲が広い等の理由によ

り、支持するボードメンバーが少な

く、採用されなかった。結局、監査

先との関係における独立性の観点か

ら一番大きな影響力を持つ業務執行

社員（EngagementPartner：EP）の

クーリングオフ期間を５年間に延長

することが一番効果があるという主

な理由から、選択肢�が決定された。

なお、ここでいうEPとは、実際

には日本の筆頭業務執行社員（Lead

AuditEngagementPartner：LAEP）

のことを指している。ただ、倫理規

程には、LAEPという定義はないた

め、EngagementPartnerという言葉

を使っている。業務執行社員全員に

よる監査報告書の署名、捺印方式の

日本の制度という観点からは分かり

にくいので、倫理規程の構成プロジェ

クトの言葉の明確化において、EP

とLAEPの使い分けを検討するよう

要請した。

また、審査担当者には、５年のクー

リングオフ期間は採用されずに、全

てKAPと同じ２年間が適用される。

日本の場合は、５年のクーリングオ

フ期間が適用される被監査会社の審

査担当者にも同じように５年のクー

リングオフ期間が適用されるのとは

異なる取扱いである。

� EPとしての部分的な関与期間

とクーリングオフ期間の関係

７年間のうちの一部（例えば、１

年間）だけでもEPとして関与した

場合は、５年間クーリングオフする。

なお、日本における“みなし関与

期間”というような考え方はないよ

うなので、日本で規則化するときに

は、対応を検討する必要があるもの

と思われる。

� クーリングオフ期間中の関与可

能又は不能業務について

パートナー・ローテーション制度

の効果を高めるためには、単にクー

リングオフ期間を延ばすだけでなく、

EP又はKAPであった者がクーリン

グオフ期間中における監査チームや

クライアントとの関係や提供できる

業務の内容をより一層制限するべき

との案がTFから提案されて、審議

を行った。その結果、次頁の表２の

ような決定が行われ、公開草案に含

まれることになった。

クーリングオフ期間が２年経過し

た後であれば、監査チーム又はクラ

イアントとの協議のうちの一定の業

務を提供できるようにする主な趣旨

は、２年経てば独立性の阻害要因の

重要性が許容可能な水準にまで軽減

されること、人的資源や専門的能力

に限界のある会計事務所等及びクラ
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【表１】

選択肢

監査関与期間 クーリングオフ期間 （監査及び審査業務の禁止）

全PIE担当の

全KAP

E P その他のKAP

上 場

PIE担当

非 上 場

PIE担当

上 場

PIE担当

非 上 場

PIE担当

� 採択されず ７年 （この区分がない） ３年 ３年

� 公開草案 ７年 ５年 ５年 ２年 ２年

� 現 行 ７年 （この区分がない） ２年 ２年

（注）PIE（PublicInterestEntity）：社会的影響度の高い事業体（日本：倫理規則上の「大会社

等」）

EP（EngagementPartner）：業務執行社員（日本：筆頭業務執行社員に相当。本文２�

参照）

KAP（KeyAuditPartner）：監査業務の主要な担当社員等（日本：倫理規則も同じ表現）

審査担当社員は、全てKAPと同じ取扱い（日本：EP又はKAP

の扱いに分かれる。本文２�参照）
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イアントに対する実務上の配慮等が

挙げられている。もともと、協議だ

けでなく、直接監査結果に影響を与

えないサービスの提供や限定的な社

交的交流についても、２年経過後は

認めるとの案があったが、クーリン

グオフの趣旨を踏まえ、限定的にす

る、複雑にしない、業務の区分の難

しさ等の理由により協議に限定され

た案が採択された。しかし、このよ

うな提案に対しても、クーリングオ

フ期間中の協議について異なる取扱

いをすることは、制度が複雑であり、

行ってもよい協議と行えない協議の

区別が難しい等の意見もあったが、

結局、TFの提案どおりに決定され

て、公開草案に含められることになっ

た。

� 全般的原則の表現の見直し

長期的関与とローテーションに関

する原則及びガイダンスを強化する

ために、全ての監査業務に適用され

る全般的なフレームワーク及び一般

原則を規定した現行パラグラフ290.

150に、いくつかの説明を追加する

ことが提案されている。

� 予想外の状況等における統治責

任者（ThoseChargedWithGovern-

ance）の同意

予想外の状況（就任が予定されて

いたKAPの重病等）により必要なロー

テーションが実施できなくなった場

合には、現在のKAPの関与を最長１

年間延長できる（現行パラグラフ

290.152）。また、クライアントが

PIEになる前にKAPとして関与した

期間は、PIEになった後の関与期間

の算定に反映する（現行パラグラフ

290.154）。今回の改訂によると、今

後、これらの特殊な状況における取

扱いを実行する場合には、会計事務

所等は、クライアントの統治責任者

と協議して同意（Concurrence）を

得なければならなくなる。

ところで、筆者は、このConcur-

renceの意味や翻訳のあり方につい

ては、IESBAの「独立性に関する要

求事項の違反」プロジェクトに対応

するため、日本公認会計士協会

（JICPA）の規定改正作業（2014年

１月21日に「「倫理規則」及び「独

立性に関する指針」の改正並びに

「利益相反に関する指針」の制定に

関する公開草案の公表について」と

して公表。）において問題になった

ことを紹介した。今回の公開草案で

は、Concurrenceという言葉をその

まま使うことになったが、倫理規程

の構成プロジェクトの言葉の明確化

において、Concurrenceの意味を明

確にするように要請した。

� その他の保証業務における独立

性についての対応した改訂

上述のセクション290（監査業務

及びレビュー業務における独立性）

に関する改訂に対応する改訂を、現

行セクション291（その他の保証業

務における独立性）のパラグラフ

291.139「主要な担当者の保証クラ

イアントへの長期的関与」にも行う

ことを公開草案に含めることになっ

た。
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【表２】

制限される業務

クーリングオフ期間

最初の２年間

（EP及びその他のKAP）

次の３年間

（EPのみ）

監査チーム又はク

ライアントとの協

議

（Consultation）

監査の結果に影響するよう

な、専門的又は業種固有の

事項、取引又は事象等につ

いての協議をしてはならな

い（ただし、前年度監査に

関して監査チームと行った

協議又は結論に達した作業

等で、残っていたものに関

しては、協議してもよい）。

EPだった者が、引き続き、

会計事務所等内において、

専門的又は業界固有の事項

に関して協議することの主

な責任者である場合（新た

になる場合を含む）には、

監査チーム又はクライアン

トとこのような協議をする

ことができる。ただし、監査

中にEPとして問題にしなかっ

た取引又は事象等に限る。

制限される業務 クーリングオフ期間（EP：５年間、その他のKAP：２年間）

一定の責任を負う

こと

（Beresponsiblefor）

次のような責任を負うことはできない。

・監査クライアント（注）への専門的サービス提供の指導的

又は調整的 （Leadingorcoordinating）役割の責任、又は

・監査クライアント（注）と会計事務所等との関係を監督す

る（Overseeing）責任

一定の役割又は活

動の行使

（Undertakeanyrole

oractivity）

EP又はKAPは、次のような結果をもたらすような役割又

は活動（非保証業務の提供を含む）を、監査クライアン

ト（注）に対して行ってはならない。

・上級経営者又は統治責任者（ThoseChargedWithGov-

ernance、日本：倫理規則上の「監査役等」）と、重要

な又は頻繁な（Frequent）交流（Interaction）を持つこ

と、又は

・監査の結果に、直接影響を及ぼすこと

（注）「監査クライアント」は、クーリングオフ期間の前に、EP又はKAPとして関与したク

ライアントを指す。したがって、これらの制限は、クーリングオフ期間中にシニアーパー

トナーやマネージングパートナーのように、会計事務所等の経営責任（Leadershiprole）

を担う立場に就任することを禁止するものではない。
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� 適用日及び経過措置

改訂された基準は、2017年12月15

日以降開始する事業年度の財務諸表

の監査から適用される。なお、適用

日についての経過措置は特に定めな

いことになった。したがって、2017

年12月15日以降最初に開始する事業

年度の監査をもって７年間の関与期

間が満了したEPは、すぐ５年間の

クーリングオフが求められることに

なる。なお、筆者は、中小監査法人

が新ルールに対応する時間的猶予を

与えるための経過措置を設けるべき

だと主張したが、公開草案に寄せら

れたコメントをみて対応するという

ことになった。

� 今後の予定

今回会議で公開草案が承認され、

近いうちに公表される予定である。

コメント募集期間は、公表後90日間

の予定である。なお、公開草案に寄

せられるコメント次第ではあるが、

それらを審議した上で、2015年６月

のボード会議において最終基準を承

認するのが現時点における予定であ

る。

IESBAは、中期的活動計画である

「IESBA戦略及び活動計画2014�2018

（IESBA Strategy and Work Plan

2014�2018：SWP）」に関するコンサ

ルテーション・ペーパーを2013年12

月に公表し、広くステークホルダー

から寄せられたコメントを前回会議

において審議した。今回会議におい

ても審議を行った結果、PIOBによ

るデュープロセス上の確認を条件と

してこのSWPを決定した。

現在、IESBAが進めているプロジェ

クトに、今後、新たに加わる主なプ

ロジェクトや活動等は次のものであ

る。

� 新たに始めるプロジェクト

� 倫理規程全体における「セーフ

ガード」の適切性及び効率性のレ

ビュー。なお、このプロジェクト

は、倫理規程の構成プロジェクト

と協調していく。

� ミューチュアル・ファンドやヘッ

ジ・ファンドに関連した共同投資

活動（CollectiveInvestmentVehi-

cles：CIV）の、基礎ファンド、

そのスポンサーやアドバイザー等

を監査する場合に適用される倫理

規程上の「関連当事者」の定義に

関するレビュー

� 新たな又は継続していく活動

� 倫理規程の適用後レビュー

� 監査報酬に関連した倫理規程や

ガイダンスの強化

� PIEの定義の再検討

� 職業的専門家が、公共の利益

（PublicInterest）のために行動す

る責任についての再検討

PIOBによるデュープロセス終了

後、SWPは近いうちに公表される予

定である。

倫理規程のPartCの見直しプロジェ

クトでは、以下の領域を優先的に検

討するとされている。

� 非倫理的行為又は違法行為に関

わることの上司からのプレッシャー

� 経済取引について、忠実に表示

する財務報告の作成及びその関連

事項に対する企業等所属の職業会

計士（ProfessionalAccountantsin

Business：PAIB）の責任

� 便宜を図ってもらうための支払

金、賄賂

なお、このプロジェクトを２つの

フェーズに分けて進めていくことに

ついては、本誌2014年７月号91頁～

を参照のこと。

� セクション320（情報の報告）1

の見直し

今までのボード会議における議論

を踏まえて、セクション320の見直

し案がTFから提示され審議した。

その中には、企業等所属の職業会

計士が恣意的な判断によって、誤っ

た情報の作成及び報告をする例とし

て次の４つのカテゴリーとそれぞれ

の具体的な例が含められた。

� 見積りの方法（例：保証引当金、

償却率や耐用年数）

� 個別の会計処理に関する会計方

針の選択（例：償却方法、収益認

識方法）

� 会計処理を行うタイミング（例：

収益認識時点）

� 取引の仕組みの方法（例：金融

取引）

審議の結果、これらに加えて、開

示（Disclosure）のカテゴリーを追

加することが決まった。なお、例と

して挙げられたことがあまりにも細

かく具体的なのは原則主義に反し、

会計基準が変われば該当しなくなる

という意見も出たが、とりあえずこ

のままにすることとなった。

� セクション370（基本原則への

違反のプレッシャー）の新設

現在は、セクション320の一部に

なっている、企業等所属の職業会計

士に対して、非倫理的行為又は違法

行為に関与させようとする上司等か

らのプレッシャーへの対処について

は、新しいセクション370（基本原

則への違反のプレッシャー）を設け

て移し、ガイダンス等を充実させる

ことになった。
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３
2014年－2018年戦略及び

活動計画
４
倫理規程のPartC（企業等
所属の職業会計士に対する
規程）の見直し
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IESBAは、新しいセクション370

において、企業等所属の職業会計士

には馴染まない恐れのある阻害要因

とセーフガード・アプローチを採用

するか否かについて前回以前の会議

から引き続き審議したが、最終的に

採用しないことが暫定決定された。

また、TFから提案された新セク

ションのドラフトは、基本的には有

用なガイダンスを提供しているとの

暫定決定が行われた。

今後、検討する主な課題には、次

のようなことがある。

� ドラフトには、プレーシャーが

情報の報告に影響を与える例や、

基本原則への違反に結びつくか否

かの判断要素の例などが挙げられ

ているが、これらのカテゴリーの

変更とそれに対応する行動を再検

討する。

� mayとshallの使い方の整合性を、

再検討する。

� 企業等所属の職業会計士と会計

事務所等所属の職業会計士に関す

るドラフトの書き方の整合性を、

再検討する。

� このセクションに、導入パラグ

ラフ（Introductoryparagraph）を

加える。

� 今後の予定

現在のところ、2015年１月のボー

ド会議において公開草案を承認する

計画で、プロジェクトを進めている。

倫理規程の構成プロジェクトの目

的は、IESBAの倫理規程の明瞭化及

び利便性の改善方法を特定し、それ

によって倫理規程の適用、効果的な

履行及び一貫した適用を促進する方

法を検討することである。

� プロジェクトの目的

前回会議において承認された当プ

ロジェクトの目的は、以下のとおり

である（それぞれの詳しい内容は、

本誌2014年７月号91頁～掲載のトロ

ント会議報告を参照）。

① 要求事項とガイダンスを明確に

区別すること

② 会計事務所等の責任と、そこに

所属する職業会計士個人の責任を

より明確に認識できるようにする

こと

③ 倫理規程の表現の明確化を図る

こと

④ 倫理規程の再編及び電子化を図

ること

� 今回会議における主な暫定決定

� 倫理規程全体における「セーフ

ガード」の適切性及び効率性のレ

ビュープロジェクト（前頁３．�

参照）と、倫理規程の構成プロジェ

クトの進捗タイミングについて協

調していくべきことについては同

意された。しかし、セーフガード

の検討そのものを倫理規程の構成

プロジェクトでは扱わないことも、

暫定決定された。

� 独立性に関する会計事務所等の

責任と、そこに所属する職業会計

士個人の責任を、より明確に識別

できるようにするための作業方針

がTFから提案され、承認された。

� 倫理規程と国際監査基準（ISA）

との間にあるいくつかの言葉（例：

Firm,Independence）の定義の仕

方の違いについては、意味が同じ

にもかかわらず定義が異なる場合

は合わせるが、異なることについ

ての明確な理由がある場合は、そ

のままにしておくことになった。

� セクション290（監査及びレビュー

業務における独立性）と291（そ

の他の保証業務における独立性）

は、現行どおりの独立セクション

を維持していくことが、再確認さ

れた。

� 現行倫理規程のパートA、B、C

という分類はやめて、セクション

１、２、３というナンバリングだ

けにすることが暫定決定された。

なお、企業等所属の職業会計士の

セクション（現行パートC）は、

総則セクション（現行パートA）

の次に移すことも暫定決定された。

� コンサルテーション・ペーパー

について

今後、公開草案を開発するのに先

立って、市場関係者に、このプロジェ

クトの内容と方針を説明してコメン

トを求めるためにコンサルテーショ

ン・ペーパーを公表することになり、

今回会議ではそのドラフトを審議し

た。そして、例えば、次のような要

領でドラフトすることになった。

� 倫理規程は、原則主義を維持し

ていくことを強調する。

� コンサルテーション・ペーパー

に含める質問は、関連した倫理規

程の利用者の観点から作られるべ

きである。

� 影響分析は、倫理規程の構成の

変更が、公共の利益に与える影響

に関する質問を含めるべきである。

� 電子化された倫理規程が、公式

のものになるかどうかについては、

現在のドラフトでは決めていない

が、今後、検討する必要がある。

� 倫理規程の再編後のサンプル

このプロジェクトの目的の１つで

ある、倫理規程における要求事項と

ガイダンスを明確に区別するために、

各セクションを次の３つに区分した

サンプルがTFから提案された。

� 目的
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� 要求事項

� 適用及びその他の説明資料（ガ

イダンスを含む）

このサンプルについては、内容や

表現に関して細かな議論が行われた

が、再編後の基本的な構成について

はボードの同意が得られた。

� 今後の予定

次回会議（2014年10月）では、コ

ンサルテーション・ペーパーを承認

する予定である。

国際監査･保証基準審議会（IAASB）

が、2013年７月に公表した監査報告

書の改訂に関する公開草案は、独立

性及びその他の倫理規定への遵守に

関して監査報告書において言及する

ことを新たに提案している。

そこで、前回会議と同じように、

IAASBのボードメンバーが出席して、

公開草案に寄せられたコメントの

IAASBにおける審議状況と現時点に

おける暫定決定の説明をした上で、

IESBAのボードメンバーと意見交換

を行った。準拠国（thecountryof

origin）の規定の独立性や倫理規定

等の名前（ソース）を記載するとい

う、現時点における方向性には、ボー

ドメンバーからの支持が多かった。

当プロジェクトの目的は、下記�

に記載したことに関する非保証業務

の規定（セクション290及び291）を

明確化し、強化することである。

� 公開草案の公表

IESBAは、この目的を達成するた

めに、2014年５月に公開草案「監査

クライアントのための非保証業務に

係る倫理規程の一部規定の変更案」

を公表した。コメントの期日は、

2014年８月18日である。

公開草案には、次の３つの改訂案

が含まれている。（それぞれの詳し

い内容は、本誌2014年７月号91頁～

掲載のトロント会議報告を参照）

� 非保証業務の提供に関する経営

者の責任の明瞭化

� 会計記録及び財務諸表の作成に

関する規定の「定型的又は機械的

な」という表現の明瞭化

� 会計帳簿の記帳代行及び税務業

務に関する緊急例外規定の削除

� ポリシー・ポジション・ペーパー

上記の公開草案へのコメント募集

期間においては、TFはポリシー・

ポジション・ペーパーを公表する作

業をすることになり、最初のドラフ

トを審議した。このペーパーは、非

保証業務を例とした基準設定プロセ

ス及び概念フレームワークに関する

IESBAの考え方を説明する、一種の

コミュニケーション・ツールである。

ただ、このペーパーの性格と範囲

を決める前に、「セーフガード」プ

ロジェクト（94頁３�参照）が終了

している必要があることが確認され

た。

� 今後の予定

公開草案に寄せられるコメント次

第であるが、IESBAは、2015年前半

に倫理規程の当該改訂を最終化する

予定である。なお、改訂の発効日は、

最終改訂の公表後12か月以上である

ことが提案されている。また、早期

適用を認めることも提案されている。

このプロジェクトは、今回会議で

は個別議題としては取り上げられず、

現状のアップデートだけが行われた。

特に、2012年公開草案に寄せられた

コメントの分析とそれらへの対応方

針をまとめたFeedbackStatementに

ついて、世界中のステークホルダー

から広く意見を徴収して再公開草案

を起草する方針を固める目的で、香

港（2014年５月20日）及びブリュッ

セル（同年６月13日）で開催された

ラウンド・テーブルの様子が報告さ

れた。なお、ワシントンでのラウン

ド・テーブルは今回会議の翌日の７

月10日に開催されることが報告され

た。

これらのラウンド・テーブルの結

果を踏まえて再公開草案の作成を進

め、2015年１月のボード会議で再公

開草案を承認する予定である。

次回は、2014年10月13日から15日

の間、ニューヨークのIFAC本部で

開催される予定である。

〈注〉

１ 現行のタイトル「情報の作成及

び報告」からの変更が、暫定決定

された。
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６ 監査報告書

７
非保証業務（Non-Assur-

anceServices）

８
違法行為への対応（Respond-
ingtoNon-Compliancewith
LawsandRegulations）

９ 次回会議の予定

＊必須研修科目「職業倫理」研修

教材

教材コード Ｊ０１００９２
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